
帯広市役所本庁舎
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「とめるJrかえるJrさげるjで省エネ、省C02
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-平成20年7月に「環境モデル都市JIこ選定されるなど、低炭素社会の実現に向けて、温窒効果ガス削減に
取り組む。
・最小限の費用で温室刻果ガス排出削減を実現するだめの取組みとして、帯広市役所本庁舎ととかちプラザの
ESCO事業を平成21年度から実施〈平成28年度まで)。
・「とめるJ rかえるJ rさげるJを着眼点として、設備導入、運用改善を実施。
・婁姐性のない哩藍は「とめ
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外気処理空気調和機への外気 ，句ケージ空間 の闘停止

処理用冷水の送水を停止レ、冷 | 
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・省エネルギーlこなる高姐率
機器!こ「か支るL(聞②③)
点灯時間の長い蛍光灯の安定
器を銅鉄型からインパータ式に
交換したほか、誘導灯を高輝度
誘導灯に交換。

-システム・運E条件警見直
し色請書「戸げるL(同④⑤
⑥〉
空調機ファンの風量が最適に
なるようインバータにより回転
鍛を制御したほか、室内にC02
濃度を監視するセンサーを設置
レ、空調機等の発停・室内循環
運転を切り替えることで外気取
入量を減らレて負荷を憧滅。ま
た、熱源水配管内に配管活抗低
減剤を濡加することで増加した
流量が最適になるようインパー
タでポンプの回転叡を制御。
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| ※平成 17~19年度の平均と平成23年度との比較。
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-平成12年から、帯広市が所管する全ての機聞
が行う事務・事業を対象に、温室刻果ガスの
排出抑制を目的とした「帯広市工コオフィス
フラン」を実施。
・温室刻果ガス削減の取組として、暖房温度20
℃・冷房温度28tの徹底、昼休み消灯・窓際
消灯・トイレ消灯の徹底、自動ドア・エレ
ベーターの職員利用自粛の徹底、退庁時にプ
ラグを掠くことの徹底、を実施。

《取組施設の概要》
・帯広市役所本庁舎
.用途オフィスピル
・規模:抽上12階、抽下1階、指屋1階
.延床面積 :24、972rri
・とかちプラザ
・用途:交流施設
・規模:地上6階、地下1階
・延床面積:13.722rri 

帯広市役所
・所在地:帯広市西5条南7丁目1番地
・代表者:市長米沢則考
・業種:公務(市町村機関)
・問い合わせ先:市民環境部環境都市推進課
・電話番号:01 55-65-41 35 
.URL: h口p://www.city.obihiro.hokkaido.jp/ 
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